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1. 概要 

 

都道府県モニタリング機関対象研修（以下「本研修」という。）は、環境放射線

モニタリング（環境放射能水準調査）を行っている各都道府県の実務担当者を対

象に技術研修を行い、環境放射能分析及び放射線測定に係る技術水準の維持・向

上を図ることを目的とします。 

本研修は、原子力規制委員会の委託事業「令和 5年度原子力施設等防災対策等

委託費（環境放射能分析研修）事業」を受け、公益財団法人日本分析センター

（以下「弊センター」という。）が実施するものです。 

 

 

2. 研修内容 

 

(1)対面研修 

本研修には、環境放射能分析について必要不可欠な知識の習得を目的とする

「基礎」3講座と分析・測定手法の効率的・効果的な取得を目的とした「専門」10

講座の 13講座があります。いずれも「放射能測定法シリーズ」及び「原子力災害

対策指針」に準じ、国内の技術水準に関する最新の動向を取り入れ、各都道府県

における環境放射能調査の実務に則した内容となっております。これらの講座

は、弊センター千葉本部にて行います。なお、講座によっては e-ラーニングを事

前に受講した上で対面研修に臨んでいただく講座もありますので詳細はカリキュ

ラムをご確認ください。 

 

(2)オンライン研修の併用（Zoom会議システム利用） 

放射線の人体影響概論講座において、オンライン研修を併用で実施いたします。

Zoom会議システムを利用しますので、ご所属で受講環境をご確認の上、ご参加くだ

さい。 

 

(3)e ラーニング 

eラーニングの種類は 2つあり、一つは講座に組み込まれている必須のもの、も

う一つは講座の受講の有無にかかわらず、いつでも自由に受講できる e-ラーニン

グコンテンツがあります。講座を受講するに当たり必須の eラーニングはカリキ

ュラムをご確認ください。その他の自由に受講できる eラーニングについては、

コンテンツができたものから順にお知らせいたします。 

 

 

  



3. 受講申し込み方法 

 LMS(学習管理システム)により受講申し込みを行います。詳細は LMS手順書をご確

認ください。 

 

(1)受講者の決定と登録 

講座によっては定員を超える申込みがありますので、以下のとおり締め切り日

を設け、定員を超えた場合は抽選を行います。 

申込み開始日  2023年 4月 3日(月) 

締め切り日   「環境試料の採取及び前処理法」 

        4月 7日(金)正午 

        上記以外の講座 

        4月 12日(水)17:00 

定員に満たない講座の受講者は確定となり、抽選に漏れた方については抽選順

にキャンセル待ちの登録をいたします。 

抽選後も、引き続き申込みを受付け、定員数に満たない講座の受講者及びキャ

ンセル待ちの登録は先着順にいたします。 

 

(3) 受講可否の連絡 

受講可否については、LMSを通じてご連絡いたします。 

 

  



4. 受講にあたって 

 4.1対面での受講の方 

 

(1) 講座の開始及び終了時刻 

9:30 開始、17:00 終了 

※ 初日のみ 9:10 からオリエンテーションを行うので、それまでに千葉本部にお越しください。 

※ 最終日は講座ごとに終了時間が異なります。 

 

(2) 休憩時間 

12:00～13:00 昼休み 

この他の休憩は、講義・実習中に講師が適宜指示いたします。 

 

(3) 昼食 

昼食は、弊センターで準備するお弁当を注文するか、コンビニで購入した物等

をご持参ください。 

 

(4) 貸与品 

ノートパソコン、関数電卓、アイソトープ手帳、作業衣（上下）、白衣、サンダ

ルをご用意いたします。 

 

(5) アクセス 

JR稲毛駅、四街道駅から路線バスをご利用ください。 

※ アクセス方法の詳細は、弊センターホームページをご参照ください。 

 

(6) 宿泊施設 

  JR千葉駅付近のビジネスホテル等をご利用ください。なお、ご予約は各自でお

願いします。 

 

(7) その他 

・セキュリティ保護の観点から、個人所有のパソコン及び USBメモリは持込不

可といたします。 

※ 必要に応じて CD-R をご提供します。 

・講義及び実習の録音及び録画はご遠慮ください。デジタルカメラやスマート

フォンによる撮影については講師の指示に従ってください。 

※ 個人情報や施設セキュリティには十分ご配慮願います。 

  ・幣センターでは研修中の様子を撮影し、eラーニングのコンテンツや HP等で 

   の宣伝に使用することがあります。 

 

 



 

4.2オンライン研修を受講の方 

 

(1) 講座の開始及び終了時刻 

9:30 開始、17:00 終了 

※ 初日のみ 9:15 からオリエンテーションを行います。 

※ 各講義の 5 分前を目安に Zoom ミーティングに接続して、事務局のガイドに従ってください。 

 

(2) 休憩時間 

12:00～13:00 昼休み 

この他の休憩は、講義・実習中に講師が適宜指示いたします。 

 

(3) その他 

・講義及び実習の録音及び録画はご遠慮ください。 

・eラーニングコンテンツの作成のため、幣センターにおいてオンライン研修を 

 録画する場合があります。 

・カリキュラム内容・講師はやむを得ない事情により、変更・中止されること 

 があります。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

  



5. 確認試験 

放射能分析・測定技術の定着及び研修効果の確認を目的として、次の 3講座にお

いて確認試験を実施いたします。 

・ゲルマニウム半導体検出器による測定法(初級・中級) 

・ゲルマニウム半導体検出器による測定法(上級) 

・放射性ストロンチウム分析法 

 

 

6. お申し込み後のご変更・ご辞退 

 受講者を変更される場合やご辞退される場合は、LMSを通じてお知らせください。

キャンセル待ちの方が繰り上がり受講されますので、決まり次第、お早めに手続き

をお願いいたします。 

 

 

申込をされた時点で以下の内容に同意されたとみなします。 

下記の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいた上でお申し込みください。 

 

■ 著作権等との知的財産権 

研修で提供または使用を許諾する教材・資料・映像等（以下「コンテンツ」と

いう。）の著作権およびその他知的財産権は、弊センターおよび弊センターが

指定する第三者に帰属し、受講者は弊センターの事前の承諾無くして、いかな

る形態においてもコンテンツの全部またはその一部について複製・改変または

外部機関に対する提供・開示・使用の許諾、その他の処分を行うことはできな

いものとします。 

 

■ 研修参加に関する免責事項 

1. 当研修に参加するにあたって、会場へ向かう、または会場から戻る際の移動中、

または研修中や会場敷地内で起こった怪我や事故については、幣センターは一切

の責任を負わないものとします。ただし、幣センターに故意又は重大な過失があ

る場合は除きます。 

2. 当研修参加にあたり、貴重品や個人の持ち物はお客様ご自身で自己管理となりま

す。持ち物の取り違い、盗難、破損、汚損等のリスクがあることを理解し、お申

込み下さい。 

 

 

 

 



■ 研修開催に関する免責事項 

幣センターは次の各号のいずれかの事項が発生した場合には、幣センター主催の研

修等の開催の中止、または代替の方法(代替日、振替受講)により実施できるものと

します。 

 

(1)病気、怪我、事故、その他やむを得ない事情により、担当講師が講義を行えない

場合 

(2)交通機関の運行遅延または交通遮断による場合 

(3)天災地変または幣センターの責めに帰することのできない事由による場合 

(4)その他重大な事故、事件等により、幣センターが研修等を開催することを不可能

または困難と判断した場合 

(5)災害等の諸事情の発生より、人災・天災にかかわらず、二次被害・二次災害の可

能性が予測される場合 

 

 

以上 

 

 

◆お問合せ先◆ 

公益財団法人 日本分析センター 

人財育成・研修センター 研修担当 

〒263-0002 

千葉県千葉市稲毛区山王町 295-3 

e-mail：kenshu@jcac.or.jp  

TEL 043-424-8663（直通） 

 

mailto:kenshu@jcac.or.jp


 

 

 

本講座は３回開催します 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの初任者 

２. 概要 

環境放射線モニタリングを実施する上で必要となる環境放射能分析及び測

定に関する基礎知識を身につけ、前処理・分析・測定の実習を通じて技術

的な手法等を習得します。（γ線スペクトル解析は緊急時を含む） 

３. 内容 

下表のとおり 

分類 科 目 名 

eラー

ニング 

放射線と放射能  

ゲルマニウム半導体検出器を用いた測定業務の概要と 

日常保守管理 

放射化学分析法概論  

不確かさの概要１ ※研修受講後に視聴して下さい 

不確かさの概要２ ※研修受講後に視聴して下さい 

 

分類 科 目 名 時間数 

講義 
環境γ線量測定法 1.0 

緊急時の環境γ線量測定 1.0 

実習 
環境γ線量測定法 3.0 

市販プログラムによるγ線スペクトル解析 2.5 

講義 

実習 

低バックグラウンドβ線測定 2.5 

α線スペクトロメトリー 2.5 

放射化学分析法紹介（緊急時における迅速法を含

む) 
4.0 

環境試料の採取及び前処理法 4.0 

液体シンチレーション測定法 4.0 

 

 

  

基礎



 

 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの初任者 

２. 概要 

放射化学の基礎的事項を習得するため、放射線とその性質、放射線の検出

と測定方法、様々な分野への応用について解説します。 

３. 内容 

下表のとおり 

４. 注意事項 

放射性ストロンチウム分析担当になられる方は、「放射性ストロンチウム

分析法」講座の受講を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 

放射性物質とその性質 2.0 

放射性核種の紹介、放射線と物質の相互作用、 

放射化学分析への応用 
2.5 

医学薬学領域への応用 2.0 

環境科学への応用 2.5 

基礎



 

 

 

[オンライン研修併用] 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの初任者及び実務担当者 

環境放射線（能）モニタリングの管理監督者 

２. 概要 

放射線の人体影響に関する基礎的事項について、医学・生物学的観点から

解説します。 

３. 内容 

下表のとおり 

４. 注意事項 

「環境放射線モニタリングにおける線量評価法」講座の受講を予定してい

る方は、本講座を事前に受講することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 

放射線生物影響の基礎、放射線の人体への影響、 

放射線の確定的影響（急性障害、晩発障害：非が

ん疾病） 

放射線の確率的影響（発がん、遺伝的影響） 

胎内被ばく 

2.5 

内部被ばく、生物学的線量評価 1.0 

放射線防護と線量限度 1.5 

低線量放射線被ばくの影響 1.5 

基礎



 

 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの実務担当者 

２. 概要 

環境放射線モニタリングを実施する上で必要な試料採取の考え方及び試料

の前処理法を身につけ、試料の採取や前処理の実習を通じて技術的な手法

等を解説します。緊急時に対応し、目的に応じた迅速な試料調製方法及び

試料相互の汚染防止方法について解説し、実習を行います。 

３. 内容 

下表のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 環境試料の採取と前処理法  1.5 

実習 

環境試料の前処理（緊急時対応を含む） 

（海水、陸水、土壌 （試料採取を含む）、 

野菜、海産生物） 

20.5 

専門



 

 

 

本講座は３回開催します 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの実務担当者 

２. 概要 

環境試料中のγ線放出核種の測定試料の調製、各種校正、スペクトル解析

等の実習を通じて技術的手法等を習得します。 

さらに、緊急時に環境試料の調製及び放射能測定を迅速に行う上で必要な

専門的知識を身につけ、スペクトルの解析等の実習を通じて技術的手法等

を習得します。また、関連する測定法シリーズの改訂による実業務への影

響などについて解説を行います。 

なお、研修の確認試験として、研修終了後に当センターが用意する分析試

料を所属機関にてγ線測定していただきます。 

３. 内容 

下表のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 

γ線スペクトロメトリーの基礎 9.0 

緊急時環境放射線モニタリング 

2011年東京電力福島第一原発事故での実際の対応 
2.5 

測定法シリーズの解説 3.0 

実習 測定試料の調製（灰試料、土試料、水試料） 4.0 

講義 

実習 
市販ソフトウェアによるスペクトル解析 6.5 

専門



 

 

 

本講座は２回開催します 

 

１. 対象者 

γ線スペクトロメトリーの実務担当者（経験 1年以上） 

２. 概要 

測定における検出器内部の動作機構を正しく把握し、機器調整、核データ

の登録編集など日常業務の理解を深める技術を習得し、測定結果の妥当性

の評価法に関する解説を行います。またチョルノービリ原子力発電所事故

や東京電力福島第一原子力発電所事故時のγ線スペクトルを参考に、緊急

時に対応できる高度なγ線スペクトル解析の技術的な手法等を習得しま

す。 

なお、研修の確認試験として、研修終了後に緊急時に得られたγ線スペク

トルの生データを配布し、核種同定を行っていただきます。 

３. 内容 

  下表のとおり 

４. 注意事項 

本講座の受講を予定している方は、「Ge 半導体検出器による測定法(初級・

中級)」講座を事前に受講することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 
緊急時におけるγ線スペクトロメトリーの実際 2.5 

γ線スペクトロメトリーの詳細 4.0 

実習 スペクトル解析 理論実習 10.0 

講義 

実習 

機器調整、市販ソフトウェアでの核データの登録編

集 
2.5 

専門



 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの実務担当者 

２. 概要 

環境試料の放射性ストロンチウム分析法の基礎となる放射化学分析法等を

習得するとともに、化学分離、ベータ線測定、測定データの解析等の実習

を通じて技術的な手法等を習得します。 

実習では、実際の環境試料（前処理済みの灰試料及び土壌試料）を用い

て、酸分解・酸抽出、沈殿分離、イオン交換分離、測定試料の調製並びに

低バックグラウンドβ線測定装置による測定までの一連の操作を行います 

なお、確認試験として、研修終了後に当センターが用意する分析試料を、

所属機関にてストロンチウム 90分析・測定していただきます。 

放射性ストロンチウム分析担当者向けの講座です。 

３. 内容 

下表のとおり 

分類 科 目 名 

eラー

ニング 

放射化学分析法概論 

不確かさの概要１※研修受講後に視聴して下さい 

不確かさの概要２※研修受講後に視聴して下さい 

ストロンチウム分析の不確かさ評価１ 
※研修受講後に視聴して下さい 

ストロンチウム分析の不確かさ評価２ 
※研修受講後に視聴して下さい 

 
 

  
分類 科 目 名 時間数 

講義 

放射性ストロンチウム分析法解説 1.5 

ストロンチウムの迅速分析法 1.0 

安定元素の分析方法 1.0 

実習 
イオン交換法（灰試料、土壌試料） 32.0 

安定元素の分析（灰試料、土壌試料） 12.0 

演習 放射能濃度の計算方法 2.0 

講義 

実習 

試料測定 

 低バックグラウンドβ線測定法 
2.0 

講義 

演習 

ストロンチウム 89の測定法 

 放射能測定データの解析、データ整理 
2.0 

専門



 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの実務担当者 

２. 概要 

液体シンチレーション測定装置の基礎、環境試料中のトリチウム濃度範囲

を習得するとともに、試料の調製、測定、測定データの解析等の実習を通

じて技術的な手法等を習得します。 

実習では、水試料の蒸留や生物試料の乾式分解、還流等の前処理、乳化シ

ンチレータ添加による測定試料の調製並びに液体シンチレーションカウン

タによる測定までの一連の操作を行います。 

また、大気中トリチウムの採取方法の紹介やトリチウムを濃縮する操作で

ある電解濃縮の実習も行います。 

３. 内容 

下表のとおり 

分類 科 目 名 時間数 

eラー

ニング 

不確かさの概要１※研修受講後に視聴して下さい 

不確かさの概要２※研修受講後に視聴して下さい 

トリチウム分析の不確かさ評価 1 

※研修受講後に視聴して下さい 

トリチウム分析の不確かさ評価 2 

※研修受講後に視聴して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 
トリチウム分析法概論(迅速分析法を含む)  2.5 

被ばく線量評価 1.5 

実習 

実習計画の説明、減圧蒸留と測定試料・効率測定

用標準線源の調整、電解濃縮法の開始 
4.0 

燃焼、還流、測定条件の測定① 2.5 

測定条件の測定②、クエンチング補正曲線の作成 4.0 

還流後の常圧蒸留、電解濃縮法の終了 2.5 

測定試料の調整(迅速分析法) 3.0 

UV測定、測定データの解析 3.5 

専門



 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの実務担当者 

２. 概要 

環境試料のプルトニウム分析の基礎となる放射化学分析法等を習得すると

ともに、アルファ線スペクトロメトリー等の技術的な手法等を習得しま

す。 

実習では、実際の環境試料（前処理済みの土壌試料）を用いて、酸抽出、

イオン交換分離、測定試料の調製、アルファ線計測の一連の操作を行いま

す。 

また、緊急時を想定したプルトニウムの迅速分析法について、ICP-MSを

用いた実習を行い、緊急時に必要な分析操作等の習得も行います。 

３. 内容 

下表のとおり 

４. 注意事項 

放射線管理区域内に立ち入るため、この講座を受講される方は、直近の電

離放射線健康診断個人票（写し）を提出していただく場合があります。予

めご了承ください。 

分類 科 目 名 時間数 

講義 

プルトニウム分析法概論 2.5 

α線スペクトロメトリー概論  2.0 

ICP-MS測定概論  2.0 

不確かさの求め方概論 1.5 

結果の講評 3.0 

実習 

サンプリング、加熱処理、酸抽出、M.W抽出、蒸

発濃縮、価数調整、ろ過 
4.0 

イオン交換分離（硝酸系、酢酸系） 9.0 

蒸発乾固(通常・迅速)、測定溶液の調整(迅速) 2.5 

電着・α線測定開始(通常)、ICP-MS測定(迅速) 4.0 

 

  

専門



 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの担当者 

環境放射線（能）モニタリングの管理監督者 

２. 概要 

環境放射線モニタリングの基本目標の一つである公衆の被ばく線量を推定

し、評価する方法について、講義及び演習を通じて習得します。 

また、緊急時における、公衆の被ばく線量を評価するための技術的手法を

習得します。 

３. 内容 

下表のとおり 

４. 注意事項 

本講座は「放射線の人体影響概論」講座の修了者を対象としています。こ

の講座の受講を予定している方は、「放射線の人体影響概論」講座を事前に

受講することを推奨します。 

 

分類 科 目 名 時間数 

講義 

演習 

大気・陸圏の放射性核種の挙動 2.5 

外部被ばく線量推定 4.0 

水圏の放射性核種の挙動 2.5 

内部被ばく線量推定 4.0 

リスクコミュニケーション 6.5 

線量評価の実際 4.5 

  

専門



 

 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの担当者 

２. 概要 

環境γ線計測の基本的原理とその計測法、測定上の留意点等の他、NaIモ

ニタによる連続測定、in－situ測定、各種線量計の特性試験等の実習を

通じて技術的な手法等を習得します。 

３. 内容 

下表のとおり 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 

環境放射線モニタリング  1.5 

環境γ線量率測定  2.0 

走行サーベイ 1.5 

ダストモニタ等紹介 1.0 

人工放射性核種寄与分の弁別  1.0 

空間線量率測定の実際と外部被ばく線量評価 2.0 

実習 

遮へい、距離、散乱線 3.0 

測定器、機器構成、機器調整 1.5 

各種線量計による in-situ測定 5.0 

各種特性試験 6.5 

連続測定データの評価 2.5 

走行サーベイ 2.5 

表面汚染測定 1.5 

専門



 

 

 

 

 

１. 対象者 

γ線スペクトロメトリーまたは放射線測定の担当者（経験 1年以上） 

２. 概要 

東京電力福島第一原子力発電所の事故後、放射性物質の分布(濃度)や周辺

の平均的な放射線量を現地で精度よく測定する機器として広く使用されて

いる可搬型ゲルマニウム半導体検出器について、固定型のゲルマニウム半

導体検出器とは異なる機器の取扱い、測定データの解析方法を習得しま

す。 

３. 内容 

下表のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 科 目 名 時間数 

講義 

可搬型ゲルマニウム半導体検出器を用いた in-situ

測定法  
2.5 

福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の分

布状況調査における in-situ測定法の活用 
1.5 

実習 

in-situ測定 4.0 

データ解析(β値算出、in-situ測定結果解析) 3.5 

In-situ測定法活用例 1.0 

演習 機器調整 4.0 

講義 

実習 

スクレーパープレートによる土壌採取、採取試料

の調製 
2.5 

専門



 

 

 

 

１. 対象者 

環境放射線（能）モニタリングの担当者 

２. 概要 

平常時及び緊急時における大気中の放射性物質の濃度の測定を実施する上

で必要となる基礎知識及び技術的な手法等を講義及び実習を通じて習得し

ます。 

３. 内容 

下表のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 科 目 名 時間数 

講義 

大気中放射性物質測定概論 1.0 

平常時における大気中放射性物質測定 1.5 

施設起因放射性物質の弁別法 1.0 

緊急時における大気中放射性物質測定 1.5 

(仮)東京電力福島第一原子力発電所事故時の大気

中放射性物質測定 
1.5 

実習 

大気補集材、測定機器、ダストサンプラ及びヨウ

素サンプラによる大気試料採取 
3.0 

ダストモニタの効率校正 1.0 

ダストモニタによる連続測定 1.5 

ダストモニタ測定値の計算 1.0 

ダストモニタ測定値のデータ評価 2.0 

γ線スペクトロメトリーのための前処理 1.0 

放射性ヨウ素濃度の計算 1.0 

専門



令和5年度環境放射能分析研修講座一覧

日数 日程

環境放射能分析及び測定(第1回） 4 5/16～5/19 10

環境放射能分析及び測定(第2回） 4 6/13～6/16 10

環境放射能分析及び測定(第3回） 4 7/25～7/28 10

2 放射化学分析 2 9/7～9/8 10

3 放射線の人体影響概論 1 9/15 20 *1 

4 環境試料の採取及び前処理法 4 4/18～4/21 8

ゲルマニウム半導体検出器による測定法(初級・中級)(第1回） 4 5/23～5/26 10

ゲルマニウム半導体検出器による測定法(初級・中級)(第2回） 4 6/27～6/30 10

ゲルマニウム半導体検出器による測定法(初級・中級)(第3回） 4 8/1～8/4 10

ゲルマニウム半導体検出器による測定法(上級)(第1回) 3 5/10～5/12 10

ゲルマニウム半導体検出器による測定法(上級)(第2回) 3 11/15～11/17 10

7 放射性ストロンチウム分析法 9 7/3～7/13 6

8 トリチウム分析法 4 10/17～10/20 8

9 プルトニウム分析法 5 10/2～10/6 6

10 環境放射線モニタリングにおける被ばく線量評価法 4 1/30～2/2 12

11 環境ガンマ線量率測定法 5 11/27～12/1 10

12 ゲルマニウム半導体検出器を用いたin-situ測定法 3 11/8～11/10 8

13 大気中放射性物質測定法 3 2/6～2/8 8

合計 176

*1千葉本部での研修　定員：10名、

　ｵﾝﾗｲﾝ研修　定員：10名 程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　

5

6

専
門

講座名
募集人

数

基
礎

1



一連の分析・測定行為の評価と放射能分析・測定技術の定着及び研修効果の確認を目的として、

次の2講座において確認試験を実施します。

試験名： ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線測定 試験名：γ線スペクトル解析 試験名： 放射化学分析によるストロンチウム90分析

試料： U8容器に封入した 試料：灰または
環境試料 　　　　乾燥土

確認試験について

Ｇｅ半導体検出器による測定法

(初級・中級)
放射性ストロンチウム分析法

研修終了

測定試料貸与

所属機関にて

ガンマ線測定・解析

結果をJCACに報告

（研修終了後１カ月以内）

測定試料をJCACに返却

分析結果の相互比較

研修終了

γ線スペクトル生データ

解析結果の評価

所属機関にて核種同定

結果をJCACに報告

不合格となった場合は、技術支援を行います

評価結果の発行 評価結果の発行

Ｇｅ半導体検出器による測定法

(上級)

研修終了

分析試料配付

分析結果の相互比較

所属機関にて
90Srの放射化学分析を実施

結果をJCACに報告

評価結果の発行
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